
日本乳癌学会中部地方会 第 22 回世話人会 
議 事 録 

 
2024 年 9 月 7 日(土)11：00～11：50 
富山国際会議場 2 階 特別会議室 
 
出席者 
世話人 （愛知県）原文堅、増田慎三、窪田智行、中野正吾、喜島祐子、赤羽和久 
（静岡県）常泉道子、小倉廣之、西村誠一郎、小泉圭（岐阜県）川口順敬、二村学 
（三重県）水野豊 （石川県）井口雅史、川島博子、吉野裕司 （富山県）江嵐充治、松井恒志 
（福井県）前田浩幸、田中文恵 （長野県）伊藤研一 （山梨県）中山裕子、井上正行 
顧 問  岩田広治、前田基一、井上慎吾 

遠山竜也（中部地方会事務局代表）、横川智也(中部地方会事務局)（28 名） 
順不同･敬省略 

欠席者 
世話人 （愛知県）内海俊明、菊森豊根、西村理恵子、（静岡県）植松孝悦、（岐阜県）徳丸剛久 
（三重県）河口浩介、水野聡朗 （長野県）新宮聖士 
顧 問  石原明徳、遠藤登喜子、竹内透、野口昌邦、渡辺亨、渡辺騏七郎（14 名）順不同･敬省略 
 
1. 挨拶 

 定刻どおり事務局代表遠山（名古屋市立大学）より開会の宣言があった。また、第 21 回当番

世話人江嵐充治先生（富山西総合病院)よりご挨拶があった。 
2. 庶務報告 
 新世話人の原文堅先生、赤羽和久先生、小泉圭先生、松井恒志先生、中山裕子先生より挨拶が

あった。 
 新顧問の岩田広治先生より挨拶があった。 
 新宮聖士先生（飯田市立病院）からの世話人・顧問辞退の申し出を受け、承認された。 
 水野聡朗先生（三重大学）からの世話人辞退の申し出を受け、引き続き顧問として助言をいた

だくことで承認された。 
 内海俊明先生（三河乳がんクリニック）小川朋子先生（伊勢赤十字病院）からの顧問辞退の申

し出を受け、承認された。 
 事務局代表遠山より、2024 年 9 月 24 日(火)までに COI 申告書提出のお願いがあった。なお、

すでに日本癌学会本部に委員会等の役員で提出済みの場合は提出不要との報告があった。 
3. 中部地方会事務局会計報告 
 事務局代表遠山より 2023 年度会計報告書の提示と報告があった。監事の伊藤研一先生（信州

大学）より監査報告があったが、報告書に不備があり修正後、後日承認された。 
4. 第 20 回中部地方会会計報告 
 第 20 回中部地方会当番世話人井上正行先生（山梨県立中央病院)より収支決算報告書の報告が

あり承認された。 
 



5. 次回地方会開催について(第 22 回：2025 年) 
 次回当番世話人：喜島祐子先生（藤田医科大学）よりご挨拶があった。 

会期：2025 年 9 月 20 日(土)・21 日(日)、会場：名古屋コンベンションホール（名古屋市） 
テーマ：明日の乳癌実臨床（Real world）のために 

6. 次々期（第 23 回：2026 年）当番世話人について 
 次々期当番世話人二村 学先生（岐阜大学）よりご挨拶があった。 

会期：2026 年 9 月 5 日(土)・6 日(日)、会場：じゅうろくプラザ（岐阜市） 
7. 次次々期（第 24 回：2027 年）当番世話人について 
 次次々期は福井県が担当県のため、事務局から前田浩幸先生（福井大学）の推薦があり、承認

された。 
8. 新世話人推薦 
 愛知県：代表の遠山より新世話人として、杉浦博士先生（名古屋市立大学医学部附属西部医療

センター）の推薦があり承認された。 
 長野県：伊藤研一先生（信州大学）より、前野一真先生（諏訪赤十字病院）の推薦があり承認

された。 
 三重県：水野聡朗先生（三重大学）より、齋藤佳菜子先生（三重大学）の推薦があり承認され

た。 
 後日、事務局より各先生に就任依頼を送付する。 

9. インボイス制度について 
 本部と各地方会は、別々の会計とし、税の一体化をしていない為、インボイス番号の取得が必

要となる。中部地方会は現在、免税事業者として会計処理を行っているが、3 年後にはインボ

イス番号を取得する必要があるため、取得した場合の年間の費用を算出した。中部地方会とし

ては、乳がん学会の中でインボイス制度の議論が進んでいない状況を鑑みて、今後本部の指示

を待ちながら、中部地方会として、問題点を提起していく事とした。 
 NPO などの法人格を取得する事で、税制が優遇されるのではないかとの意見があったが、その

後の確認でインボイス番号を取得することで、収益事業とみなされるため、収益事業での優遇

は難しいと判断した。 
10. その他 
 各県の現在の会員数から乳腺外科医に関する地域の実情について、把握できるのではとの意見

があり、来年の世話人会より、各県の会員数をお知らせする事とした。 
 

 事務局代表遠山より閉会の宣言があった。 


